
Tokyo University of Science

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlversrty 　of 　Solenoe

っ 先に会場に こ られて 準備に大忙 しだ っ た君。 また 、 ICME9 で は 、 戦後日本の高

校数学の必修内容をまとめて英訳 し、 諸外国に紹介 しようと奮闘されて い た君 。 昨年

の春の研究員発表会で は 、 都研の会場で 、 新科 目 「数学基礎」 の教材例 を楽しげに提

示し、 説明されて い た君。 あの 日、 あの時の君の さわやかな笑顔が忘れ られない
。

数学教育の危機が叫ばれ 、 新 しい 数学教育が求め られてい る。 理数研で もそれに向

けての研究が緒 ににつ い た今 、 これか らこそが富岡さんの活躍舞台 、 君の あの情熱が 、

あのエ ネル ギーが 、 あの行動力が 、 ぜ ひ とも必要とされる時なの に 、 君はい ない 。 な

ぜ君は急に逝 っ て しまっ たのか 。 なぜ君が事故に遭わねばな らなか っ たの か 。

　君の 通夜の 日、 雨の 中で
‘‘

なぜ ・
へ 何故…”

と何度 も問い続けて い た 。 今 も…
。 答

えの 得 られない こ の間…
。 惜しんで も惜しみ た りない 貴重な人 を失っ て しまっ た。 言

い ようの ない 悲しみ に身が震える。 ご冥福をお祈 り申し上げるばか りで ある 。

　　
‘‘

何故逝 き し　君待つ 庭に　秋の雨
”

　　　　 （風間　賢士）

　　　　　　富 岡 先 生 の ご 逝 去 を 悼 む

　平成 12 年 9月 20 日、 東京都立雪谷高等学校教諭富岡直三先生が御他界され まし

た。 私と同 じ年で 、 享年44 歳で した。

　私 と先生 とのお付き合い は 、 東京都工 業高等学校数学教育研究会で 先生が ご活躍さ

れてい た頃、 私 も同研究会で勉強をさせて い ただい たこ とに始ま ります。 その縁で 、

東京都高等学校数学教育研究会 （略称都数研）の研究部学習指導法分科会にお誘い し

ま した 。 その後、 十数年閼共に研究活動を続けて きま した。

　この 十年間は 、 学習指導法分科会の 世話人 と して 、 お互い に会の 発展 に寄与 して き

ました。 前世話人の 竹村精二 先生より、 考え方班お よび不思議調査班 の世話人を私が

務めて 、
二 人で 会の 両輪として学習指導法分科会を発展させ るように依頼 されま した。

その間、富岡先生のお人柄か ら、 多 くの優秀な仲間をえて 、 研究を進め る と同時に 、

困っ たときには常に相談にの っ てい ただきました。

　この 二 年前には 、 お互 い に二 度目の東京都教育委員会の 開発委員を務め ました。 富

岡先生は 、

「数学基礎jに関る実践的な教材開発を研究 し、 今後の数学教育に大き く貢

献される業績を残 しました。

　日数教大会で は、 日数教研究部幹事副主任である富岡先生の 企画で 、 多 くの研究仲

間と宿をともに して親睦を深めて きま した 。 昨年の秋 田大会 では 、 先生の 運転で 、 数

日間を共に した思い 出を生涯忘れ るこ とがで きませ ん 。 また 、 今年の ICME9 にお

い て も、 先生が諸外国の人達に情熱を持っ て 日本の数学教育を紹介 して い たこ とを昨

日の ように思い 出され ます。

　先生の訃報に接 し、 長年の友人 を失 っ た悲 しみ と共に 、 日本の 数学教育の優れ た実

践的指導者で ある先生を失っ た無念さを強 く感 じてお ります。 先生の 人柄の よさは 、

こ の 書面では言い 尽 くせ ませ ん 。 心の 支えで ある富岡直三先生に感謝する と同時に ご

冥福を心 よ りお祈 り申し上 げます 。 （東京都立墨田川高等学校 村田　緯和雄）

　　　　　富 岡 先 生 を 偲 ん で

突然の電話の知 らせ に驚 きま した 。 あま りに突然で 信 じられず 、 驚 きの 中で 、 しば
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らくお会い して い なか っ た先生の あの 明るい 笑顔と、 都数研学習指導法部会で忙 しく

駆け巡 っ て お られたお姿が懐か しく浮かび 、 思い 出すほ どに悲 しみが深 くな っ てい き

ます 。

　私が都数研 で お世話にな っ た昭和 63 年 。 富岡先生はそれ以前よ り都 数研で活動を

して お られ 、 長い 間東京都の数学教育に貢献され 、 大変大 きな功績を残 され ま した 。

特に学習指導法部会で は 、 興味 ・関心班、 不思臟 班、 教育課程等多 くの研究活動や研

究発表にかかわっ て こ られました。 生徒の 数学に対する興味 ・関心を高め 、 不思議 ・

疑問 に思 うこ とを大切 に した指導法の 研究に取 り組まれ 、 特に 日本数学教育学会神奈

川大会で の 発表を契機に忙 しく活動 した不思議班で は 、 研究の 結果を出版するこ とが

で きま した。 その 間、 長野県の蓼科や三重県伊勢で全班員の合宿を した り、数学の 研

究や親睦を深める こ とがで きました。 厳 しい議論をしあっ た ときで も、
い つ もにこに

こ と明 る くて誠実であ っ た富岡先生。 先生の お人柄と多 くの 業績や思い 出はきっ とた

くさんの 人たちの 心の 中に長 く残っ て い くこ とで しょ う。 先生の 数学教育界での これ

からの ご活躍が期待されて い た折に 、 都数研で研究 して きた同世代の 仲間を失っ た悲

しみ と悔 しさは言葉になりません 。 富岡先生の ご冥福をお祈 りし、 先生 の意を くんだ

都数研 の 発展 を願 っ てやみ ませ ん 。 （東京都立小松川高等学校教頭　栗原　卯田子）

　　　　　富 岡 直 三 先 生 の ご 逝 去 を 悼 む

　この原稿の お話をい ただい た前日にたまたま部屋 を整理 して い た ら、

一
枚の FAX

が出て きま した。 夏休みの終わ りに富岡先生 と連絡を取る必要があ り、 ご自宅 と学校

に電話 をして も、 携帯に電話をしてもタイ ミングが合わない ようで 、 連絡 をとるこ と

がで きませ んで した 。 そこ で、 ご 自宅留守電話に用件の み入れて おい た とこ ろ、 数日

経っ て FAX をい ただいたので す 。 実は私 が転居 して新 しい電話番号をお伝 え してな

か っ たため 、 富岡先生か ら電話をい ただ くこ とがで きなか っ たとの こ とで した 。 今か

ら思えば、 こ の すれ違い がなんとも残念で あり、 お話がで きてい れば 、 と悔やまれま

す。

　さて 、 富岡先生 とは 、 13 年前か らお付 き合い させて い ただい てい るで し ょ うか ？

年齢も近い こ とか ら、 ずい ぶん多 くの 時を共有させ て い ただ きま した 。 都数研 、 日数

教 、 その他諸々の 場で 、 数学教育の 研究につ いて 、 まっ た くの 素人で あ っ た私にい ろ

い ろな角度 ・場面で ご指導い ただい たと感謝 してお ります。 この 場を借 りて 、 お礼を

申し上 げさせて い ただくとともに
、

ご冥福をお祈 り申し上げます 。

　　　　　　　　　　　　　　　（東京都立墨田川高等学校　佐藤　言）

告別式に おける弔電 （原文の まま）

「突然の 訃報に接 し、信 じられません 。 先生は私共の 会の 実践的研究活動の 先頭に立

っ て 、 活躍 して お られ ま した 。

　今後、 数学教育の危機と戦う リ
ーダー として期待 して お りま したが 、 かえすがえす

も残念で す。 私共は先生の御遺志を引き継ぎ、 日本の 教育の 飛躍に努め るこ とをお誓

い 申し上げます 。 先生の御冥福を心 よりお祈 り申 し上 げます。

東京理科大学数学教育研究会　会長　長野　東　（愛媛よ り、お悔やみ 申 し上 げます。 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 12 年 9月 22 日
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